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奨
学
金
貸
与
制
度

教
育
総
務
課
・
☎
⑳
２
２
１
６

内
容　

左
表
の
と
お
り

区　　分 貸与月額 返還（無利子）
高等学校、
高等専門学校、
専修学校（高等
課程）

15,000円
卒業後１年据え
置き、貸与年数
の２倍の期間内
に返還

大学、短期大学
（海外留学含む）、
専修学校（専門
課程）

30,000円
または
50,000円

卒業後１年据え
置き、貸与総額を
15,000円で割っ
た月数内に返還

※各種学校、大学院などは除く。

対
象　

現
在
在
学
中
か
４
月
に
入
学

予
定
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方

▽
市
内
に
保
護
者
が
１
年
以
上
住
ん

　

で
い
る
こ
と

▽
市
内
に
在
住
の
返
済
能
力
の
あ
る

　

連
帯
保
証
人
を
２
人（
う
ち
１
人

　

は
保
護
者
）確
保
で
き
る
こ
と

※
書
類
審
査
な
ど
に
よ
る
選
考
あ
り
。

申
込　

２
月
１
日
㈮
か
ら
28
日
㈭
ま

で
に
同
課（
教
育
庁
舎
３
階
）

※
入
学
が
確
定
す
る
前
で
も
、
こ
の

期
間
内
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
海
外
留
学
に
つ
い
て
は
年
間
を
通

し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
入
学
予
定
で
、
学
位
を
取
得
す

る
場
合
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
人
数
に
よ
り
、
ご
希
望
に
添

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
募
集
要
項
は
同
課
お
よ
び
市
内
の

中
学
校
・
高
校
で
配
付
し
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で

き
ま
す
。

▼
入
学
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

　

３
月
22
日
㈮
ま
で
、
入
学
時
に
一

括
納
入
す
る
費
用
の
融
資
あ
っ
せ
ん

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

あ
っ
し
ー
ネ
ッ
ト

緊
急
時
支
援
事
業
の
開
始

障
が
い
福
祉
課
・
☎
⑳
２
１
３
４

　

地
域
で
生
活
す
る
障
が
い
児
者
の

介
護
者
が
、
病
気
や
入
院
な
ど
の
理

由
で
緊
急
的
に
支
援
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
、
地
域
の
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
と
連
携
し
て
障
が
い
児

者
の
緊
急
短
期
入
所
を
実
施
し
ま
す
。

事
業
開
始
日　

１
月
７
日
㈪

対
象　

原
則
①
足
利
市
内
に
在
住
す

る
障
が
い
児
者
で
②
在
宅
で
あ
り
③

緊
急
時
の
定
義
に
該
当
し
④
事
前
登

録
を
し
た
方

登
録　

ま
ず
は
電
話
で
同
課
ま
た
は

障
が
い
者
基

幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー（
☎

㊹
０
３
０
７
）

農
薬
空
容
器
な
ど
の
回
収

Ｊ
Ａ
足
利
経
済
課
・
☎
70

３
０
７
１

日
時　

１
月
21
日
㈪
／
午
前
10
時
～

午
後
３
時

場
所　

営
経
プ
ラ
ザ（
御
厨
経
済
セ

ン
タ
ー
）、
Ｊ
Ａ
北
郷
支
所
、
Ｊ
Ａ

山
前
支
所

回
収
対
象
物
・
料
金（
１
㎏
あ
た
り
）

▽
一
般
農
薬（
粉
剤
、
粒
剤
、
水
和

剤
、
液
剤
、
乳
剤
、
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
）

＝
２
２
０
円
▽
特
殊
農
薬（
ク
ロ
ー

ル
ピ
ク
リ
ン
剤
、
薫
蒸
剤
、
殺
鼠
剤

な
ど
）＝
１
５
０
０
円
▽
農
薬
空
容

器（
金
属
缶
、
ポ
リ
容
器
な
ど
）＝

　白鷗大足利高校の生徒たちが、「足利の子ど
もたちや高齢者の方々の福祉のために」と学園
祭での売り上げのうち約８３万円を『ふるさと足
利応援寄附金』として寄附してくださいました。
　９月に行なわれた同校学園祭『白鷗祭』では、
各部活動の発表や展示のほか、全クラスの多
彩な模擬店が出店され、多くのお客さんで賑わ
いました。その売り上げの一部を手に、市長の
もとを訪れた新旧生徒会役員の皆さん。「誰も

高校生が『ふるさと足利応援寄附金』

▼
市
長
に
寄
附
金
を
手
渡
す
生
徒
会
役
員
の
皆
さ
ん

が安心して暮
らせるまちに
なって欲し
い」と話すそ
の言葉に、市
長も強く頷き
ました。
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Pick Up!

お
知
ら
せ

税

福 　

 

祉

募 　

 

集

子  

育  

て

健 　

 

康

働 　

 

く

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

施 　

 

設

相 　

 

談

３
８
０
円
▽
農
薬
空
容
器（
ガ
ラ
ス

容
器
な
ど
）＝
２
６
０
円

※
水
銀
を
含
む
農
薬
、
臭
化
メ
チ
ル

剤
、
使
用
禁
止
農
薬
、
Ｐ
Ｃ
Ｐ
剤
、

ラ
ベ
ル
の
表
示
が
な
い
か
成
分
が
確

認
で
き
な
い
も
の
は
回
収
不
可
。

※
農
薬
空
容
器
に
残
農
薬
が
入
っ
て

い
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込　

申
込
書
類
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、
現
物
と
と
も
に
回
収
場
所
へ

持
参

※
申
込
書
類
は
Ｊ
Ａ
各
支
所
に
あ
り
。

都
市
計
画
審
議
会
の
開
催

都
市
計
画
課
・
☎
⑳
２
１
６
７

日
時　

１
月
15
日
㈫
／
午
後
３
時
30
分

場
所　

特
別
会
議
室（
本
庁
舎
４
階
）

審
議
す
る
案　

足
利
市
景
観
計
画
の

変
更

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
…
事
前
に
電

話
で
同
課

確
定
申
告
の
会
場
の
開
設

足
利
税
務
署
・
☎
41

３
１
５
１

会
場　

同
署（
伊
勢
町
四
丁
目
）

期
間　

２
月
18
日
㈪
～
３
月
15
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

※
相
談
は
午
前
９
時
開
始
。

※
申
告
書
の
提
出
は
午
後
５
時
ま
で
。

お
願
い

▽
相
談
内
容
が
複
雑
な
場
合
は
、
午

　

後
３
時
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
が
午
後
５
時
を
過
ぎ
る
場
合
、

　

再
度
お
越
し
い
た
だ
く
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

▽
大
変
混
雑
す
る
た
め
、
長
時
間
お

　

待
ち
い
た
だ
く
場
合
や
受
付
を
早

　

め
に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

災害時に自ら考え、判断し行動できる力を
足利市ＰＴＡ・ＯＢ会 代表

上
うえ

武
たけ

 敬
ひろ

和
かず

さん（中） 田
た

沼
ぬま

 慎
しん

二
じ

さん（左） 白
しら

石
いし

 日
ひ で お

出夫さん（右）

　「自分で考え、判断し行動できる人になっ
てもらいたい」と語るのは足利市ＰＴＡ・ＯＢ
会で代表のひとりの上武さん。同会は2011
年に発生した東日本大震災をきっかけに同年
８月、足利市ＰＴＡ連合会のＯＢが集まり発足。
約３０人のメンバーが市内の中学校で防災共
育ワークショップを開催し、これまでの開催
回数は１００回を超えます。
　特徴的なのが、地震や水害時などの対応を
大人が子どもに『教育』するのではなく、とも
に考え、意見を出し合うことで互いにはぐく

たい」と楽しんでいる様子だそうです。
　中学生を『地域の一員』として受け入れるこ
とは大切で、例えば昼間に大地震が発生して
学校が避難所になれば、一番頼りになるのが
地元の中学生。「『守られる側から守る側』に
なることを、ワークショップを通じて気づい
てもらえたら」という上武さんの眼差しは子
どもたちの将来をも見据えています。
　今の中学２年生は数年後、初の『１８歳の成
人』に。今までより早く訪れることとなるそ
のときに抱える期待や不安を、この活動での
経験が支えてくれたら素晴らしいですね。

み合う『共育』とい
うスタンス。学校
やＰＴＡのみなら
ず地域包括支援
センターやボラン
ティア団体など、

地域の大人が参加し
ているのも特徴です。
参加した大人からは
「まず自分が勉強に
なった。次も手伝い

56

▲ワークショップで生徒に語り掛ける上武さん

１月の市税納期

納期内納付にご協力を！

収税課・☎⑳２１２４

▶市・県民税（４期）
▶国民健康保険税（７期）

納期限　１月３１日㈭

　納付書にバーコードが印刷
されているものは、コンビニエ
ンスストアでも納付できます。


